
Long Journey 「高橋 陽」展
2022年9月24日［土］～ 10月2日［日］
＊9月29日［木］はお休み
営業時間　11時～ 19時
作家在廊日（予定）　9月24日［土］、25日［日］

斑唐津をはじめとする肥前陶から、青瓷
や白瓷、粉引、堅手などの朝鮮陶、さら
には汝窯系、鈞窯系といった中国陶磁と、
幅広い作域に挑む高橋陽

よう
さん。

驚くのは10年にも満たない短いキャリア
（現在33歳）ながらも、どの作品も高い完
成度を見せることでしょう。
特定の師を持たない独学ゆえの強みなの
か、造形云々よりも先に釉調の再現性に
重きを置いていることが特徴です。
もちろん鋭い観察眼がなければ、それを
武器にも突破口にもできません。

もしかすると誰よりも長く陶片を眺め
ているかもしれませんし、古来の名品
を手に取る機会も増やすなど、よりよ
い実物を目にして考える努力は人一倍。
土や釉薬の素材、焼きにも工夫を凝ら
しています。
とはいえ、いにしえの陶の高みと奥深さ
を探求する、遥かなる旅路は始まったば
かり。造形を含めた美しい作品への道の
りは果てしなく続きます。
陽さんの現在地をご覧くださいませ。

店主

うつわや涼一石
店主　栗原浩之
〒105-0012

東京都港区芝大門2-2-8

TEL  03-3431-6320

Email  info@ryoisseki.com

http://www.ryoisseki.com

＊新型コロナウイルスに関連する対応
在廊は開催時の状況により見合わせます。2階（個展会場）
への入場は 3、4人ずつに制限する予定です。マスクの着用、
入口でのアルコール消毒をお願いします。不測の事態によ
りウェブ展示に切り替えることもございます。感染予防に
十分留意したうえで運営して参ります。

「
高
橋 

陽
」
展

2022.9.24Sat -10.2Sun ※9月29日は休業

Long Journey

1.粉引茶碗
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今回は李朝の種類が多めですが、

なぜかといえば、

そういう素材が手に入ったからです。

粉引の力強いガラス感や

堅手の光を照り返さない柔らかい釉調は、

遠いようで意外と近いのかも知れません。

高橋 陽

たかはし よう　Yo TAKAHASHI

1989年 山形市生まれ
2013年 山形大学農学部卒
 山梨のワイナリーに勤務
2016年 本格的に陶芸を開始
2019年 Gallery Laboにて初個展

3.斑唐津酒盃 4.斑唐津酒盃

5.斑唐津片口

2.粉引茶碗
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6.粉引酒盃

8.粉引徳利

7.粉引盃

9.堅手酒盃

10.堅手酒盃

11.堅手酒盃

12.堅手酒盃
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No. 作品名 価格（税込） 寸法（mm） 掲載頁
1 粉引茶碗 ¥74,800 W121-127× H68 表紙
2 粉引茶碗 ¥74,800 W142-146× H69 2
3 斑唐津酒盃 ¥15,400 W60-62× H50 3左
4 斑唐津酒盃 ¥15,400 W65-71× H45 3右
5 斑唐津片口 ¥23,100 W130-138× H78 3下
6 粉引酒盃 ¥12,100 W68-72× H42 4上
7 粉引盃 ¥12,100 W86× H39 4下
8 粉引徳利 ¥24,200 W88× H125 4中
9 堅手酒盃 ¥11,000 W67-70× H40 5上
10 堅手酒盃 ¥11,000 W73-76× H40 5上中
11 堅手酒盃 ¥11,000 W79× H42 5下中
12 堅手酒盃 ¥11,000 W90-94× H45 5下
13 刷毛目酒盃 ¥12,100 W72-76× H41 6左上
14 刷毛目酒盃 ¥12,100 W85× H40 6右上
15 鶏龍山徳利 ¥22,000 W83× H116 6左下
16 刷毛目小服茶碗 ¥33,000 W110-118× H58 6右下
17 青瓷酒盃 ¥12,100 W72-75× H43 7左上
18 青瓷酒盃 ¥12,100 W87-92× H51 7右上

■掲載作品　価格表
＊印刷は作品の色合いを忠実に再現する
ものではありません。

＊寸法は本体の実測値です。

＊すべて共箱付き（後日）。

＊共箱の納品は約3、4週間後になります。

＊掲載作品は開催に先行してご購入予約
を承ります。

＊発送も承りますが、別途送料を申し受
けます。

＊代金は会期中の決済をお願いいたします。

＊お問い合わせ、ご注文は裏表紙の電話
番号やメールアドレスまでご連絡くだ
さい。

13.刷毛目酒盃

16.刷毛目小服茶碗

17.青瓷酒盃 18.青瓷酒盃

15.鶏龍山徳利

14.刷毛目酒盃




